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一　

学
力
実
態
調
査
を
め
ぐ
る
動
向

　

二
〇
〇
六
年
四
月
に
大
阪
府
で
行
わ
れ
た
学
力
等
実
態
調
査
の

結
果
を
、
と
く
に
同
和
地
区
児
童
・
生
徒
の
学
力
や
生
活
実
態
な

ど
が
大
阪
府
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を

中
心
に
見
て
み
よ
う
。

　

さ
て
、
学
力
問
題
の
前
段
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
議

論
が
あ
っ
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
日
本
で
は
、
戦
後
す

ぐ
の
一
九
四
〇
年
代
か
ら
、﹁
基
礎
学
力
﹂
の
低
下
と
い
う
形
で

学
力
低
下
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か

で
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
て
き
た
経
験
主
義
教
育
を
ベ
ー
ス
と

論
文

同
和
地
区
の
学
力
実
態
を
考
え
る

―

二
〇
〇
六
年
度
大
阪
府
学
力
調
査
結
果
か
ら―

米
川　

英
樹

　

二
〇
〇
六
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
大
阪
府
の
学
力
等
実
態
調
査
で
は
、府
全
体
と
同
和
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
の
格
差
は
顕
著
で
あ
っ
た
。と
く
に
小
六
の
算
数
、

中
三
の
数
学
と
英
語
で
は
、
府
全
体
と
の
比
較
に
お
い
て
も
同
和
地
区
内
に
お
い
て
も
、
学
力
の
格
差
は
大
き
い
。
こ
の
学
力
格
差
に
は
、
学
習
時
間
、
自
尊
感
情
、

学
校
で
の
学
習
態
度
や
家
庭
で
の
学
習
習
慣
、
生
活
習
慣
、
通
塾
な
ど
が
関
連
し
て
い
た
。
ま
た
、
高
い
要
保
護
率
や
校
内
暴
力
件
数
な
ど
は
学
力
形
成
を
阻
害

す
る
要
因
で
あ
る
一
方
、
学
校
と
地
域
と
の
活
発
な
連
携
は
学
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
独
自
の
問
題
集
の
作
成
や
授
業
評
価
実
施
な
ど

学
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
の
一
部
に
つ
い
て
も
学
力
を
高
め
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
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す
る
新
教
育
へ
の
批
判
、と
い
う
形
を
と
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
一
九
六
一
年
に
﹁
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
﹂
が
開
始
さ

れ
、
そ
れ
は
日
教
組
と
文
部
省
の
せ
め
ぎ
合
い
の
場
と
な
っ
た
。

学
力
テ
ス
ト
で
測
定
で
き
る
学
力
の
中
身
と
学
力
テ
ス
ト
そ
の
も

の
の
是
非
と
が
問
わ
れ
て
い
き
、
一
九
六
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

こ
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
産

業
社
会
の
発
展
を
担
う
人
材
の
育
成
が
関
心
の
焦
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
は
、
教
科
中
心
の
教
育
が
全
盛
で
あ
っ
た
時
期
で
、
そ
の

後
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
動
向
に
影
響
を
受
け
た
形
で
教
育
の
現
代

化
が
唱
え
ら
れ
、
Ｊ
．
Ｓ
．
ブ
ル
ー
ナ
ー
な
ど
が
日
本
の
教
育
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。﹁
学
び
方
を
教
え
る
﹂
あ
る
い
は
﹁
学

問
構
造
﹂
を
ど
の
段
階
の
子
ど
も
で
も
教
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
き
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
、﹁
落
ち
こ
ぼ
れ
﹂
あ
る
い
は
﹁
落

ち
こ
ぼ
し
﹂
と
い
わ
れ
る
学
力
格
差
の
拡
大
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
一
九
七
七
年
の
学
習
指
導
要
領
か
ら
﹁
ゆ
と
り
教
育
﹂
が

登
場
し
、
教
科
内
容
の
二
～
四
割
の
削
減
と
授
業
時
間
の
削
減
が

な
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
度
の
教
科
内
容
の
三
割
削
減
と
は
違
っ

て
、
教
科
内
容
の
削
減
に
起
因
す
る
学
力
低
下
を
懸
念
す
る
声
は

あ
ま
り
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
評
価
す
る
声
が
多
く
あ
っ
た
。

�

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
臨
時
教
育
審
議
会
︵
臨
教
審
︶
の
答
申

が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、﹁
新
学
力
観
と
個
性
重
視
の
教
育
﹂
が
前

面
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
併
せ
て
小
学
校
低
学
年
に
、﹁
生
活
科
﹂

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
二
年
か
ら
は

学
校
週
五
日
制
が
毎
月
一
回
、
一
九
九
五
年
か
ら
は
隔
週
一
回
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
一
九
九
五
年
に
は
第
三
回
国
際

学
力
比
較
調
査
︵
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
︶
が
、
一
九
九
九
年
に
は
そ
れ
を

補
完
す
る
形
で
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ-

Ｒ
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
な
か
で
、
今
日
の
学
力
低
下
論
が
一
九
九

〇
年
代
の
後
半
あ
た
り
か
ら
活
発
化
し
て
い
く
。
と
く
に
注
目
を

集
め
た
の
は
、
京
大
の
西
村
和
雄
氏
を
中
心
と
す
る
﹃
分
数
の
で

き
な
い
大
学
生
﹄︵
岡
部
恒
治
・
西
村
和
雄
・
戸
瀬
信
之
編
著
︶
で

あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
東
大
の
苅
谷
剛
彦
氏
ら
を
中
心
と
し

て
、
高
校
以
下
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
を
指
摘
す
る
声
が
大

き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
文
科
省
は
そ
れ
に
応
え
る
形
で
二
〇
〇
二

年
一
月
に
﹁
学
び
の
す
す
め
﹂
を
出
し
、
学
力
向
上
に
向
け
て
軌

道
修
正
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
は
、
二
〇
〇
一
年
度

小
中
学
校
教
育
課
程
実
施
状
況
の
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、

部
分
的
に
学
力
低
下
を
認
め
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
は
﹁
必
要

に
応
じ
て
、
学
習
指
導
要
領
に
示
し
て
い
な
い
内
容
﹂
や
標
準
時

間
を
上
回
る
指
導
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
異

例
の
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
三
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
調
査
が
注
目
さ
れ
、
と
く
に
二
〇
〇
三
年
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
で
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は
、
日
本
の
一
五
歳
の
子
ど
も
た
ち
は
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
は
一
位
グ
ル
ー
プ
︵
六
位
︶、
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い

て
も
一
位
グ
ル
ー
プ
︵
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
同
得
点
で
一
位
︶、
問
題

解
決
能
力
も
一
位
グ
ル
ー
プ
︵
四
位
︶
だ
が
、
読
解
力
に
つ
い
て

は
一
四
位
で
二
位
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
読
解
力
は
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
で
は
同
じ
く
二
位
グ
ル
ー
プ

だ
っ
た
が
、
得
点
合
計
で
は
八
位
だ
っ
た
の
で
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
学
力
低
下
が
実
証
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
な
か
で
、
二
〇
〇
七
年
四
月
に
は
全
国
学

力
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
に
至
る
。

二　

大
阪
府
学
力
実
態
等
調
査
の
概
要

１　

府
全
体
と
同
和
地
区
対
象
校
の
学
力
比
較

　

さ
て
、
大
阪
府
の
学
力
調
査
は
一
九
八
九
年
に
始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
四
回
行
わ
れ
た
。こ
れ
ら
は
同
和
教
育
の
推
進
と
関
わ
っ
て
、

同
和
地
区
生
徒
と
地
区
外
の
生
徒
の
学
力
を
比
較
す
る
形
で
進
め

ら
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
二
〇
〇
三
年
に
、
府
内
の
学
校
を
約
一

〇
％
抽
出
し
た
調
査
が
な
さ
れ
、
こ
の
三
年
後
の
二
〇
〇
六
年
の

四
月
に
は
、
は
じ
め
て
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
は
小
六
と
中
三
で
、
学
力
調
査
と
生
徒
の
生
活

意
識
調
査
が
す
べ
て
の
学
校
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
詳
細
な

分
析
の
た
め
に
一
割
か
ら
二
割
の
学
校
で
は
、
保
護
者
調
査
と
学

校
背
景
の
詳
細
を
見
る
た
め
の
学
校
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
学
力

調
査
と
生
徒
の
意
識
調
査
を
あ
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
学
校
で
は

四
種
類
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
児
童

生
徒
支
援
加
配
配
置
校
に
つ
い
て
も
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
報
告

書
も
ま
も
な
く
上
梓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加

え
て
、
同
和
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
学
力
等
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
対
象
児
童
・
生
徒
を
特
定
し
、
大
阪
府
全

体
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
私
も
含
め
た
四
人
の
大
学
の
研
究
者
と

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
指
導
主
事
の
分
析
と
執
筆

に
よ
る
報
告
書
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
か
ら
﹃
平
成
18
年
度
大

阪
府
学
力
等
実
態
調
査
報
告
書
﹄
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ

と
と
も
に
大
阪
府
教
育
委
員
会
は
独
自
に
﹃
平
成
18
年
度
﹁
同
和

問
題
の
解
決
に
向
け
た
実
態
等
調
査
︵
平
成
12
年
度
︶
対
象
地
域

に
居
住
す
る
児
童
生
徒
の
学
力
等
実
態
の
分
析
報
告
書
﹄
を
出
版

し
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
か
ら
、
い
く
つ
か
の
分
析
結
果
を
見
て
い
く
。
最
初

に
、
小
六
の
国
語
を
府
全
体
と
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
の
正
答
率

を
比
較
す
る
形
で
見
て
み
よ
う
。
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
で
み
る
と
、
府

全
体
も
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
も
概
ね
正
規
分
布
を
描
い
て
お
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り
、
府
全
体
の
方
が
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
に
比
べ
て
や
や
右
寄

り
に
位
置
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
と
し
て
国
語
学
力
は
府

全
体
の
方
が
高
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
一
方
、
中
三
府

全
体
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
で
は
小
六
よ
り
も
や
や
左
寄
り
、
す
な
わ

ち
、
得
点
が
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
正
規
分
布
を
描
い

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
は
、
ピ
ー
ク
が

二
つ
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
﹁
ふ
た
こ
ぶ
ラ
ク
ダ
﹂
の
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
学
力
が
分
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︵
図
１
︶。

　

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
領
域
別
に
府
全
体
と
地
区
対
象
児
童
・

生
徒
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
小
六
の
﹁
言
語
事
項
﹂
に
つ
い
て

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
が
、﹁
書
く
こ
と
﹂﹁
読
む
こ
と
﹂

に
は
差
が
あ
る
。
ま
た
、
評
価
の
観
点
に
つ
い
て
、﹁
書
く
﹂と﹁
読

む
﹂
の
面
で
大
き
な
差
が
見
受
け
ら
れ
、﹁
関
心
・
意
欲
・
態
度
﹂

に
つ
い
て
も
差
が
見
ら
れ
る
。
難
易
度
別
で
は
、
問
題
が
難
し
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
差
が
大
き
く
な
る
︵
図
２
︶。
中
三
で
は
、﹁
関

心
・
意
欲
・
態
度
﹂
の
観
点
と
難
易
度
で
﹁
難
し
い
﹂
問
題
に
差

が
出
て
い
る
︵
図
３
︶。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
見
た
の
が
、
国
語
正
答
率
の
グ
ラ
フ
で
あ

図１　国語（小学校・中学校）

図２　国語（小学校）

図３　国語（中学校）
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る
。
小
六
で
は
、
府
全
体
が
七
六
・
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

地
区
対
象
児
童
・
生
徒
は
六
九
・
七
％
で
あ
り
、
六
・
四
ポ
イ
ン

ト
の
差
が
あ
る
。
中
三
平
均
は
、
府
全
体
で
は
六
五
・
一
％
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
は
五
四
・
七
％
で
、
差

は
一
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
に
広
が
っ
て
い
る
。
誤
答
率
と
無
答
率
に

注
目
す
る
と
、
誤
答
率
の
差
よ
り
も
無
答
率
の
差
が
大
き
い
こ
と

が
わ
か
る
。す
な
わ
ち
、地
区
対
象
児
童
・
生
徒
の
場
合
、小
六
・

中
三
と
も
に
答
え
て
い
な
い
問
題
が
多
い
。
こ
れ
は
低
学
力
ゆ
え

の
無
回
答
な
の
か
、
あ
る
い
は
意
欲
が
低
く
て
答
え
る
こ
と
を
諦

め
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の
か
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
両
方
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
難
易
度
が
高
く
な
る
と
、
地
区
対
象

児
童
・
生
徒
は
小
六
で
も
中
三
で
も
無
答
率
は
府
全
体
の
二
～
三

倍
に
も
達
し
て
い
る
︵
図
４
︶。

　

次
に
、
算
数
・
数
学
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
小
六
算
数
の
結

果
を
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
で
見
る
と
、
府
全
体
も
地
区
対
象
児
童
・
生

徒
も
、
国
語
と
比
べ
て
正
規
分
布
の
形
が
崩
れ
、
概
ね
頂
点
が
二

つ
の
﹁
ふ
た
こ
ぶ
ラ
ク
ダ
﹂
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
の
方
が
よ
り
顕
著

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
算
数
の
学
力
格
差
は
府
全
体
以
上

に
広
が
っ
て
お
り
、
よ
く
理
解
で
き
て
い
る
層
と
あ
ま
り

理
解
で
き
て
い
な
い
層
に
分
か
れ
て
い
る
。
中
三
で
は
小

六
よ
り
、
府
全
体
も
学
力
格
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
は
よ
り
低
位
に

あ
る
︵
図
５
︶。

　

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
見
て
み
よ
う
。小
六
算
数
で
は
、

地
区
対
象
児
童
の
調
査
結
果
を
示
す
線
は
す
べ
て
、
府
平

均
の
線
よ
り
も
内
側
に
収
ま
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
領

域
で
は﹁
量
と
測
定
﹂と﹁
図
形
﹂、
評
価
の
観
点
で
は﹁
数

学
的
な
考
え
方
﹂、
難
易
度
で
は
﹁
難
し
い
﹂
が
か
な
り

内
側
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
で
、
府
全
体
と
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る︵
図
６
︶。
中
三
で
は
、

図４　国語（全体比較・小・中）

図５　数学・算数（小学校・中学校）
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地
区
対
象
生
徒
の
線
は
小
六
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
内
側
に
位
置

し
て
お
り
、
格
差
が
よ
り
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
難
易
度
﹁
難
し
い
﹂
で
差
が
あ
る
︵
図
７
︶。

　

こ
れ
ら
の
格
差
を
、
数
値
的
に
明
ら
か
に
し
た
の
が
図
８
で
あ

る
。
小
六
で
は
府
全
体
の
正
答
率
は
六
四
・
七
％
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
地
区
対
象
児
童
は
五
一
・
七
％
で
、
一
三
ポ
イ
ン
ト
の
差

が
あ
る
。
無
答
率
も
、
そ
れ
ぞ
れ
五
・
四
％
と
一
四
・
三
％
と
、

地
区
対
象
児
童
は
府
全
体
の
三
倍
程
度
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

中
三
で
は
、
府
全
体
の
正
答
率
は
五
九
・
二
％
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
地
区
対
象
生
徒
は
四
〇
・
九
％
、
差
は
一
八
・
三
ポ
イ
ン

ト
で
、
小
六
よ
り
も
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。
無
答
率
も
、
そ
れ

ぞ
れ
一
六
・
四
％
と
三
二
・
二
％
で
あ
り
、
中
三
で
は
地
区
対
象

生
徒
は
府
全
体
の
二
倍
程
度
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
の
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇

〇
六
年
度
の
変
化
を
、
帯
グ
ラ
フ
で
見
て
み
よ
う
。
小
六
で
は
難

易
度
﹁
易
し
い
﹂﹁
普
通
﹂
で
、
や
や
正
答
率
が
増
加
し
、﹁
難
し

い
﹂
で
は
、
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
︵
図
９
︶。
こ
れ
に
対
し
て
中

三
の
難
易
度
別
正
答
率
は
、﹁
易
し
い
﹂﹁
普
通
﹂﹁
難
し
い
﹂
の

図８　算数・数学（全体比較・小・中）

図７　数学（中学校）

図６　算数（小学校）
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い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
、
低
下
し
て
い
る
。
中
三
の
数
学
に

関
す
る
限
り
、
学
力
状
況
は
楽
観
視
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
︵
図
10
︶。

　

次
に
中
三
の
英
語
を
見
る
と
、
中
三
の
数
学
と
同
様
に
、
府
全

体
の
得
点
分
布
は
横
に
平
た
い
台
形
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。

地
区
対
象
生
徒
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
低
得
点
と
な
っ
て
お
り
、

府
全
体
と
の
間
に
大
き
な
学
力
格
差
が
あ
る
︵
図
11
︶。

　

こ
の
学
力
格
差
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
み
る
と
、
領
域
で
は

﹁
書
く
こ
と
﹂、
評
価
の
観
点
で
は
﹁
表
現
の
能
力
﹂、
難
易
度
別

で
は
﹁
難
し
い
﹂
問
題
で
格
差
が
大
き
い
︵
図
12
︶。

　

中
三
英
語
の
府
全
体
の
平
均
正
答
率
は
六
三
・
六
％
で
あ
る

が
、
地
区
対
象
生
徒
は
四
七
・
九
％
、
格
差
は
一
五
・
七
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
数
学
と
同
様
に
、
無
答
率
は
府
全
体

の
お
お
よ
そ
倍
程
度
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

三
年
度
と
二
〇
〇
六
年
度
と
の
比
較
で
は
、
す
べ
て
の
領
域
、
す

べ
て
の
評
価
の
観
点
、
す
べ
て
の
難
易
度
で
、
正
答
率
は
低
下
傾

向
に
あ
り
、
英
語
に
つ
い
て
も
数
学
と
同
様
に
、
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

府
全
体
に
も
地
区
対
象
児

童
・
生
徒
に
も
共
通
し
て
い
え

る
の
は
、
と
く
に
算
数
・
数
学

と
英
語
に
関
し
て
、
学
力
格
差

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
学
力
格
差
が
年
々
拡
大
し

て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
デ
ー

タ
は
な
い
が
、
私
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
学
力
分
布
が
崩
れ
て
い
る
の

は
初
め
て
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

学
力
格
差
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図９　算数（小学校）

図10　数学（中学校）

図11　英語（中学校）
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日
本
の
学

校
で
懸
念
さ

れ
る
の
は
、

学
力
格
差
が

大
き
く
な
り

す
ぎ
、
一
斉

授
業
に
堪
え

る
限
度
を
超

え
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
、
こ
の
伸
び
き
っ
た
学
力
分
布
に
対

応
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

２　

学
力
は
ど
の
よ
う
な
要
因
と
関
わ
っ
て
い
る
の
か

　

さ
て
、
今
日
の
児
童
・
生
徒
に
み
ら
れ
る
学
力
の
分
化
は
、
ど

の
よ
う
な
背
景
や
要
因
と
関
連
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
、七
つ
の
要
因
群
と
学
力
と
の
関
連
を
見
て
み
た
い
。

そ
れ
ら
は
、︵
１
︶子
ど
も
の
生
活
状
況
、︵
２
︶自
尊
感
情
、︵
３
︶

学
校
で
の
学
習
態
度
、︵
４
︶
家
庭
で
の
学
習
習
慣
、︵
５
︶
家
庭

で
の
生
活
習
慣
、︵
６
︶
保
護
者
の
子
育
て
の
様
子
、︵
７
︶
家
庭

の
環
境
で
あ
る
。

︵
１
︶
子
ど
も
の
生
活
状
況

　

ま
ず
、
子
ど
も
の
生
活
状
況
を
、
①
家
庭
学
習
時
間
と
の
関
わ

り
、
②
進
路
希
望
と
の
関
わ
り
、
③
部
活
動
と
の
関
わ
り
、
④
通

塾
と
の
関
わ
り
、
の
四
点
か
ら
調
査
結
果
に
沿
っ
て
述
べ
る
。

①
家
庭
学
習
時
間
と
の
関
わ
り

　

ま
ず
、
学
習
塾
以
外
の
家
庭
学
習
の
時
間
と
学
力
と
の
関
わ
り

を
グ
ラ
フ
か
ら
見
て
み
よ
う
。
小
六
と
中
三
は
類
似
し
た
結
果
だ

っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
中
三
を
主
に
取
り
上
げ
る
。
学
力
と
の
関

係
は
、
学
習
時
間
が
増
え
る
と
学
力
が
上
位
の
方
へ
移
行
す
る
と

い
う
正
比
例
関
係
が
見
受
け
ら
れ
る
。
と
く
に
﹁
ほ
と
ん
ど
し
な

い
﹂﹁
三
〇
分
ま
で
﹂
の
層
は
、
成
績
が
下
位
の
者
に
多
く
、﹁
一

時
間
以
上
﹂
の
者
と
差
が
生
じ
て
い
る
。
大
き
な
差
は
、﹁
一
時

間
ま
で
﹂
を
境
に
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
で
あ
れ
ば
学
力
高
の

層
に
多
く
位
置
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
未
満
で
あ
れ
ば
、
学

力
低
の
層
に
多
く
位
置
す
る
傾
向
が
あ
る
︵
図
13
︶。

　

ま
た
、﹁
ほ
と
ん
ど
し
な
い
﹂
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
と
府
全

体
は
、
小
六
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
九
・
七
％
と
二
四
・
二
％
、
中

三
で
は
五
八
・
七
％
と
四
二
・
八
％
と
、
学
習
時
間
に
か
な
り
差

が
あ
る
︵
図
14
︶。

②
進
路
希
望
と
の
関
わ
り

　
﹁
中
卒
後
の
進
路
希
望
と
学
力
﹂
の
関
係
を
見
て
み
る
。
図
15

図12　英語（中学校）



47　同和地区の学力実態を考える

部落解放研究�№178� 2007.10

か
ら
、﹁
大
学
進
学
﹂
希
望
者
は
一
番
学
力
が
高
く
、
中
卒
後
﹁
す

ぐ
就
職
﹂希
望
者
は
学
力
面
で
一
番
低
い
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

﹁
短
大
進
学
﹂
希
望
者
は
﹁
大
学
進
学
﹂
希
望
者
に
つ
い
で
学
力

が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
数
は
少
な
い
。﹁
短
大
進
学
﹂
希

望
者
よ
り
も
や
や
学
力
面
で
は
低
い
﹁
専
門
学
校
﹂
と
﹁
高
校
﹂

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
学
力
水
準
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

保
護
者
調
査
か
ら
、
進
路
期
待
を
府

全
体
と
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
を
比
較

的
に
見
る
と
、
小
六
で
も
中
三
で
も
府

全
体
の
も
っ
と
も
大
き
な
進
路
期
待
は

﹁
大
学
﹂
で
あ
り
、
小
六
で
は
四
七
・

二
％
、
中
三
で
は
四
六
・
五
％
の
保
護

者
が
子
ど
も
を
大
学
に
行
か
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
区

対
象
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
は﹁
高
校
﹂

が
も
っ
と
も
多
い
。
府
全
体
と
地
区
対

象
児
童
・
生
徒
と
の
比
較
で
は﹁
高
校
﹂

進
学
希
望
が
、
小
六
で
二
一
・
三
％
と

三
六
・
九
％
、
中
三
で
は
二
六
・
七
％

と
四
二
・
九
％
、﹁
大
学
﹂進
学
希
望
は
、

小
六
で
四
七
・
二
％
と
三
四
・
〇
％
、

中
三
で
四
六
・
五
％
と
二
九
・
三
％
と

な
っ
て
お
り
、
進
路
希
望
の
面
で
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
が
学
力
と
絡
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

③
部
活
動
と
の
関
わ
り

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
に
参
加
し
て
い
る
者
は
、
文
化

部
で
あ
れ
、
運
動
部
で
あ
れ
、
参
加
し
て
い
な
い
者
よ
り
も
学
力

が
高
い
と
い
う
結
果
が
現
れ
て
い
る
︵
図
16
︶。
運
動
部
よ
り
も

図14　生活（家庭学習習慣）

図13　生活（家庭学習と学力）

図15　生活（進路希望と学力）



48

文
化
部
の
方
が
や
や
学
力
が
高
い
者
が
多
い
よ
う
だ
が
、
学
校
に

お
け
る
部
活
動
を
み
る
と
き
に
参
考
に
な
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
部

活
動
は
学
力
形
成
に
プ
ラ
ス
に
働
く
の
か
、
あ
る
い
は
部
活
動
が

で
き
る
ほ
ど
学
力
的
に
余
裕
の
あ
る
者
が
集
ま
っ
た
結
果
な
の

か
、
因
果
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
部
活
動
と
学
力
の
関
連

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇

〇
三
年
度
調
査
で
も
示
さ
れ
て
い
た
。

　

府
全
体
と
地
区
対
象
生
徒
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
府
全
体
が

運
動
系
所
属
六
一
・
八
％
、
文
化
系
所
属
一
四
・
％
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
地
区
対
象
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
五
七
・
四
％
、
一
〇
・
三

％
と
少
な
い
。﹁
入
っ
て
い
な
い
﹂
者
は
、
府
全
体
で
二
三
・
一

％
に
対
し
て
地
区
対
象
生
徒
は
三
一
・
三
％
と
、
約
八
ポ
イ
ン
ト

程
度
の
差
が
あ
る
︵
図
17
︶。

　

部
活
動
は
学
力
形
成
と
直
接
的
な
因
果
関
係
に
は
な
い
が
、
少

な
く
と
も
学
校
に
対
す
る
生
徒
の
肯
定
的
な
意
識
を
醸
成
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
学
校
と
教
師
に
対
す
る
肯

定
的
態
度
と
高
い
学
力
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

④
通
塾
と
の
関
わ
り

　

通
塾
と
学
力
と
は
、
予
想
通
り
強
い
関
連
が
あ
る
。﹁
週
三
回

以
上
﹂
塾
に
通
っ
て
い
る
者
は
学
力
が
高
い
傾
向
が
も
っ
と
も
強

く
、
つ
い
で
﹁
週
二
回
﹂﹁
週
一
回
﹂
と
続
く
。﹁
習
っ
て
い
な
い
﹂

層
は
、
も
っ
と
も
学
力
が
低
く
な
っ
て
い
る
︵
図
18
︶。

　

通
塾
に
つ
い
て
、
府
全
体
と
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
と
の
差
を

見
て
み
る
と
、
小
六
で
は
﹁
習
っ
て
い
な
い
﹂
層
は
、
府
全
体
で

五
五
・
八
％
だ
が
、
地
区
対
象
児
童
で
七
一
・
八
％
と
、
一
六
ポ

イ
ン
ト
の
差
が
存
在
し
て
い
る
。
中
三
で
は
差
が
さ
ら
に
大
き
く

な
り
、﹁
習
っ
て
い
な
い
﹂
者
は
府
全
体
で
三
五
・
四
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
地
区
対
象
生
徒
で
は
六
〇
・
六
％
と
、
二
五
・
二
ポ

イ
ン
ト
の
差
が
見
ら
れ
る
︵
図
19
︶。

　

学
校
教
育
に
と
っ
て
、
通
塾
自
体
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
苅
谷
剛
彦
氏
は
﹁
通
塾
は
社
会
階
層
に
よ
る
学
力

格
差
の
温
床
﹂
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
他
方
、
最

近
で
は
、
塾
講
師
の
指
導
技
術
を
賞
賛
す
る
声
、
塾
が
導
入
し
て

い
る
能
力
別
編
成
の
有
効
性
を
述
べ
る
声
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
通
塾
を
巡
っ
て
は
様
々
な
解
釈
が
可
能
だ
が
、
こ
こ
で
は
通

塾
に
よ
る
学
力
格
差
を
事
実
と
し
て
重
く
受
け
止
め
た
い
。

︵
２
︶
自
尊
感
情

　

こ
れ
ま
で
、
自
尊
感
情
と
学
力
の
間
に
は
一
定
の
関
係
が
あ
る

と
の
議
論
と
調
査
報
告
が
出
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら

の
調
査
報
告
で
使
わ
れ
た
項
目
の
う
ち
、
も
っ
と
も
学
力
と
関
連

が
あ
る
と
さ
れ
る
﹁
自
己
効
力
感
﹂
と
学
力
と
の
関
連
を
見
る
。

　

自
尊
感
情
の
概
念
の
一
部
で
あ
る﹁
自
己
効
力
感
﹂に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は
三
つ
の
項
目
、
す
な
わ
ち
﹁
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
み
ん

な
を
引
っ
張
る
方
だ
﹂﹁
み
ん
な
の
前
で
も
は
っ
き
り
と
自
分
の
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意
見
を
言
え
る

方
だ
﹂﹁
学
校

の
勉
強
に
は
自

信
を
も
っ
て
い

る
﹂
を
指
標
と

し
た
。

　

府
全
体
と
地

区
対
象
児
童
・

生
徒
と
で
比
較

す
る
と
、小
六
、

中
三
と
も
、
全

項
目
で
府
全
体

の
方
に
肯
定
的

な
回
答
が
多

い
、
す
な
わ
ち

﹁
自
己
効
力
感
﹂

が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
合
計
し
て
、
学
力
と
の
関
係
を
見
る
と
、
小
六
で
学

力
が
高
い
者
は
、﹁
自
己
効
力
感
﹂
高
位
層
で
三
一
・
四
％
、
中

位
層
で
一
八
・
三
％
、
低
位
層
で
一
一
・
八
％
で
あ
り
、
学
力
と

﹁
自
己
効
力
感
﹂
の
間
に
は
明
確
な
関
連
性
が
あ
る
。
中
三
で
も

同
様
で
あ
っ
た
︵
図
20
、
図
21
︶。

︵
３
︶
学
校
で
の
学
習
態
度

　

次
に
学
校
で
の
﹁
学
習
態
度
﹂
と
学
力
と
の
関
係
を
見
て
み
よ

う
。﹁
学
習
態
度
﹂
を
構
成
す
る
項
目
と
し
て
﹁
先
生
や
友
だ
ち

の
話
は
よ
く
聞
い
て
い
る
﹂﹁
板
書
さ
れ
た
こ
と
は
ノ
ー
ト
な
ど

に
と
る
﹂﹁
授
業
中
に
、
友
だ
ち
と
勉
強
以
外
の
こ
と
で
、
お
し

ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
が
あ
る
﹂
を
抽
出
し
た
。

図18　生活（通塾と学力）

図19　生活（通塾）

図16　生活（部活動と学力）

図17　生活（学校生活・部活動）
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地
区
対
象
児
童
・
生
徒
と
比
較
し
て
、
府
全
体
の
方
が
学
習
態

度
が
形
成
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
﹁
学

校
で
の
学
習
態
度
﹂
と
学
力
と
の
間
に
は
、
小
六
、
中
三
と
も
関

連
性
が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
中
三
で
は
き
わ
め
て
強
い
関
連
が
見

ら
れ
、
学
習
態
度
﹁
高
﹂
群
は
学
力
が
高
く
、
学
習
態
度
﹁
低
﹂

群
は
学
力
が
低
い
と
い
う
正
比
例
関
係
に
あ
る
︵
図
22
、
図
23
︶。

︵
４
︶
家
庭
で
の
学
習
習
慣

　

学
力
形
成
は
学
校
だ
け
で
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
非
常
に

大
事
な
要
因
で
あ
る
家
庭
で
の
学
習
習
慣
と
関
わ
っ
て
は
、﹁
学

校
の
宿
題
が
出
た
と
き
い
つ
も
す
る
か
﹂﹁
学
校
の
勉
強
の
予
習

や
復
習
を
い
つ
も
す
る
か
﹂﹁
学
校
で
決
め
ら
れ
た
以
外
の
問
題

集
や
参
考
書
を
い
つ
も
す
る
か
﹂
の
三
項
目
を
抽
出
し
た
。

　

こ
の
う
ち
﹁
学
校
の
宿
題
が
出
た
と
き
い
つ
も
す
る
か
﹂
に
つ

い
て
の
み
ク
ロ
ス
集
計
を
見
て
み
る
と
、
小
六
、
中
三
と
も
に﹁
い

つ
も
す
る
﹂
層
は
﹁
学
力
高
﹂
に
属
し
、﹁
し
な
い
﹂
層
は
﹁
学

力
低
﹂
に
偏
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
中
三
で
は
小
六
よ
り
も
こ
の

傾
向
が
顕
著
で
あ
る
︵
表
１
︶。

︵
５
︶
家
庭
で
の
生
活
習
慣

図23　生活（「学習態度」と「学力」）

図22　生活（「学習態度」と「学力」）

図21　生活（自尊感情「自己効力感」と「学力」）

図20　生活（自尊感情「自己効力感」と「学力」）
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家
庭
で
の
生
活
習
慣
あ
る
い
は
生
活
リ
ズ
ム
は
学
力
形
成
に
強

く
関
わ
っ
て
い
る
。﹁
朝
、
学
校
に
間
に
合
う
時
間
に
起
き
る
﹂﹁
家

で
朝
食
を
食
べ
る
﹂﹁
前
の
日
に
学
校
の
用
意
を
す
る
﹂
の
三
つ

の
項
目
を
、
家
庭
で
の
生
活
習
慣
の
尺
度
と
し
た
。

　
﹁
朝
、
学
校
に
間
に
合
う
時
間
に
起
き
る
﹂
に
つ
い
て
見
て
み

る
と
、
府
全
体
と
地
区
対
象
児
童
・
生
徒
と
の
間
に
多
少
、
差
が

見
ら
れ
る
。
小
六
で
﹁
い
つ
も
し
て
い
る
﹂
の
は
、
府
全
体
で
七

五
・
〇
％
だ
が
地
区
対
象
児
童
で
は
七
二
・
六
％
、
中
三
で
は
こ

の
格
差
が
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
七
一
・
六
％
と
六
一
・
八
％
と
な

っ
て
い
る
︵
図
24
︶。

　

同
様
の
傾
向
が
﹁
家
で
朝
食
を
食
べ
る
﹂﹁
前
の
日
に
学
校
の

用
意
を
す
る
﹂
で
も
見
ら
れ
る
。
と
く
に
﹁
家
で
朝
食
を
食
べ
る
﹂

で
、
小
六
か
ら
中
三
に
か
け
て
府
全
体
と
地
区
児
童
・
生
徒
の
差

が
顕
著
に
拡
大
し
、
家
庭
で
の
子
ど
も
の
生
活
習
慣
が
中
学
生
で

は
大
き
く
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︵
図
25
、
図
26
︶。

︵
６
︶
保
護
者
の
子
育
て
の
様
子

　

家
庭
で
の
親
と
子

ど
も
の
関
わ
り
は
、

家
庭
の
文
化
背
景
の

一
端
を
示
す
も
の
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は﹁
小
さ
い
頃
、

家
の
人
が
絵
本
や
本

を
読
ん
で
く
れ
た
﹂

﹁
博
物
館
や
美
術
館

に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ

る
﹂﹁
勉
強
を
見
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

る
﹂﹁
家
の
人
が
学

表１　生活（学習習慣）

図24　生活（生活習慣）

図25　生活（生活習慣）
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校
で
の
様
子
を
聞
い

て
く
れ
る
﹂
の
四
つ

の
側
面
か
ら
見
た
。

い
ず
れ
の
項
目
に
関

し
て
も
﹁
よ
く
あ
っ

た
﹂と
答
え
た
者
は
、

﹁
と
き
ど
き
あ
っ
た
﹂

﹁
た
ま
に
あ
っ
た
﹂

﹁
な
か
っ
た
﹂
と
答

え
た
者
よ
り
も
﹁
学

力
高
﹂
に
属
す
る
傾

向
が
あ
り
、﹁
な
か

っ
た
﹂
と
答
え
た
者

は
そ
れ
以
外
の
者
よ
り
も
﹁
学
力
低
﹂
に
属
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
﹁
絵
本
体
験
﹂﹁
家
の
人
が
学
校
で
の
様
子
を
聞
い

て
く
れ
る
﹂
に
つ
い
て
の
み
、
府
全
体
と
地
区
対
象
児
童
・
生
徒

と
の
差
を
見
た
。
こ
れ
ら
二
項
目
と
も
、
府
全
体
で
は
﹁
よ
く
あ

っ
た
﹂﹁
と
き
ど
き
あ
っ
た
﹂
と
す
る
者
が
、
地
区
対
象
児
童
・

生
徒
よ
り
も
多
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︵
図
27
、
図
28
︶。

　

こ
れ
ら
四
項
目
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
調
査
か
ら
二
〇
〇

六
年
調
査
ま
で
の
三
年
間
に
、
肯
定
的
な
回
答
率
が
顕
著
に
低
下

し
て
い
る
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
親
の
態
度
に
、
急
速
な
変
化
が

生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︵
図
29
︶。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
四
つ
の
項
目
を
総
合
し
て
﹁
子
育
て
の
様
子
﹂

全
体
と
、学
力
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
る
と
、子
育
て
の
様
子﹁
高
﹂

群
は
、
学
力
が
高
い
層
に
偏
り
、﹁
低
﹂
群
は
﹁
学
力
低
﹂
に
偏

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

︵
７
︶
家
庭
の
環
境

　

こ
こ
で
﹁
家
庭
の
環
境
﹂
と
い
う
の
は
、
所
属
す
る
家
庭
の
物

理
的
環
境
と
と
も
に
家
庭
が
置
か
れ
た
文
化
的
な
環
境
で
あ
る
。

①
物
理
的
環
境

図27　生活（保護者の関わり）

図28　生活（保護者の関わり）

図26　生活（生活習慣）
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こ
こ
で
は
﹁
自
分
の
持
ち
物
﹂
を
、
小
六
と
中
三
で
府
全
体
と

地
区
対
象
児
童
・
生
徒
を
比
較
す
る
形
で
見
て
い
こ
う
。
小
六
で

は
、
府
全
体
で
﹁
学
習
机
﹂﹁
ゲ
ー
ム
機
﹂﹁
自
分
の
部
屋
﹂
を
過

半
数
の
子
ど
も
が
選
択
し
て
い
る
。
地
区
対
象
児
童
は﹁
テ
レ
ビ
﹂

﹁
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
﹂﹁
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
等
﹂﹁
ゲ
ー
ム
機
﹂﹁
携
帯

電
話
等
﹂
な
ど
の
Ａ
Ｖ
機
器
で
府
全
体
よ
り
も
所
有
率
が
高
い
。

中
三
に
な
る
と
、﹁
テ
レ
ビ
﹂﹁
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
﹂
や
﹁
携
帯

電
話
﹂
に
つ
い
て
、
地
区
対
象
生
徒
の
所
有
率
が
府
全
体
よ
り
も

高
い
が
、﹁
学
習
机
﹂﹁
自
分
の
部
屋
﹂
に
つ
い
て
は
逆
に
府
全
体

の
方
の
所
有
率
が
高
い
こ
と

が
わ
か
る
︵
図
30
、
図
31
︶。

　

こ
の
よ
う
な
所
有
物
の
う

ち
、﹁
テ
レ
ビ
﹂﹁
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
﹂﹁
携
帯
電
話
﹂﹁
学
習

机
﹂
を
取
り
上
げ
て
、
小
六

と
中
三
で
の
学
力
と
の
関
わ

り
を
表
２
で
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
表
は
、
た
と
え
ば

テ
レ
ビ
所
有
者
の
う
ち
で
学

力
低
位
層
の
者
は
五
六
・
四

％
、中
位
層
が
三
〇
・
〇
％
、

高
位
層
が
一
三
・
六
％
、
と

い
う
横
に
一
〇
〇
％
の
表
で
あ
る
。
表
は
全
体
と
し
て
地
区
対
象

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
の
み
の
結
果
な
の
で
、
学
力
低
位
層
に
偏

る
傾
向
が
あ
る
が
、﹁
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
﹂﹁
学
習
机
﹂
の
所
有
に
つ

い
て
は
地
区
対
象
児
童
生
徒
﹁
全
体
﹂
の
学
力
分
布
に
対
し
て
学

力
を
高
め
る
方
向
に
、﹁
テ
レ
ビ
﹂
や
﹁
携
帯
電
話
﹂
の
所
有
は

学
力
を
低
め
る
方
向
に
作
用
す
る
傾
向
が
明
ら
か
で
あ
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
が
確
か
に
存
在

し
て
い
る
。

②
保
護
者
の
学
校
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

図29　生活（保護者の関わり）

図30　生活（子どもの専有物）

図31　生活（子どもの専有物）
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表２　生活（「子どもの専有物」と「学力」）

小　　学　　校 中　　学　　校

学力低位
層（228人）

学力中位
層（119人）

学力高位
層（84人）

学力低位
層（232人）

学力中位
層（101人）

学力高位
層（48人）

テレビ 56.4% 30.0% 13.6% 68.1% 23.5% 8.4%

コンピュータ 40.8% 30.6% 28.6% 51.7% 31.7% 16.7%

携帯電話 57.3% 28.7% 14.0% 65.5% 22.4% 12.1%

学習机 47.5% 30.5% 22.0% 54.5% 29.8% 15.6%

全体 52.9% 27.6% 19.5% 60.7% 26.4% 12.8%

　

学
校
や
地
域
活
動
へ
の
保

護
者
の
参
加
は
、
家
庭
の
子

育
て
環
境
の
一
端
を
示
す
も

の
で
、
保
護
者
と
学
校
お
よ

び
地
域
社
会
が
協
働
し
て
子

育
て
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
示
す
指
標
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
﹁
授
業
参
観
・
見
学
﹂﹁
学

級
・
学
年
懇
談
会
・
進
路
説

明
会
﹂﹁
個
人
面
接
、
三
者

面
接
﹂﹁
学
校
行
事
﹂﹁
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
﹂﹁
学
校
協

議
会
等
﹂
の
六
つ
の
項
目
に

つ
い
て
、
保
護
者
は
ど
の
程

度
参
加
し
て
い
る
の
か
を
府

全
体
と
地
区
対
象
児
童
・
生

徒
と
で
比
較
し
た
。結
果
は
、

﹁
学
校
協
議
会
等
﹂
を
除
い

て
、
す
べ
て
の
項
目
で
府
全

体
の
保
護
者
は
地
区
対
象
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
よ
り
も

参
加
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
と
く
に
大
き
な
差

が
あ
っ
た
の
は
、﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
﹂
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
得
点
化
し
、
と
く
に
地
区
対
象
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
つ
い
て
、
学
力
と
の
関
連
を
見
て
み
た
。
結
果
は
、

活
発
に
活
動
し
て
い
る
層
ほ
ど
学
力
が
高
い
層
に
傾
斜
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
小
六
・
中
三
と
も
同
じ

傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。

③
保
護
者
の
子
育
て
意
識

　

保
護
者
調
査
に
お
い
て
、﹁
子
育
て
に
つ
い
て
大
切
だ
と
考
え
、

家
庭
生
活
で
努
力
し
て
い
る
こ
と︵
三
つ
ま
で
○
︶﹂を
質
問
し
た
。

小
六
と
中
三
は
ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
中

三
に
つ
い
て
府
全
体
と
対
象
生
徒
と
を
比
較
的
に
述
べ
る
と
、
府

全
体
で
、
も
っ
と
も
多
い
選
択
肢
は
、﹁
他
者
へ
の
思
い
や
り
﹂︵
六

〇
・
七
％
︶、﹁
基
本
的
生
活
習
慣
﹂︵
五
九
・
二
％
︶、﹁
社
会
的
ル

ー
ル
や
規
範
意
識
﹂︵
五
七
・
五
％
︶
で
あ
っ
た
。
地
区
対
象
生

徒
の
保
護
者
に
つ
い
て
も
、選
択
は
こ
れ
と
同
じ
順
序
で
あ
っ
た
。

両
者
の
差
異
は
、﹁
社
会
的
ル
ー
ル
や
規
範
意
識
﹂︵
府
全
体
五
七
・

五
％
、
地
区
五
〇
・
三
％
︶
と
﹁
家
の
手
伝
い
﹂︵
府
全
体
二
一
・

六
％
、
地
区
二
八
・
八
％
︶
で
あ
っ
た
。
大
き
な
違
い
と
は
い
え

な
い
が
、
府
全
体
の
保
護
者
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
家
庭
の
外
側

の
社
会
的
ル
ー
ル
や
規
範
な
ど
を
重
視
す
る
の
に
対
し
て
、
地
区

の
保
護
者
は
家
庭
の
内
側
の
﹁
手
伝
い
﹂
な
ど
を
重
視
す
る
傾
向
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が
見
ら
れ
た
。

三　

学
校
で
の
取
り
組
み

　

さ
て
、
学
校
で
は
学
力
向
上
の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
府
全
体
の
学
校
サ
ン
プ
ル
と
地
区
対
象

校
︵
小
学
校
四
〇
校
、
中
学
校
三
四
校
︶
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
と
学
力
実
態
と
の
関
連
を
見
て
い
き
た
い
。

１　

家
庭
の
要
保
護
率
、
校
内
暴
力
件
数

︵
１
︶
要
保
護
率
と
学
力

　

府
全
体
の
学
校
サ
ン
プ
ル
と
対
象
校
と
で
は
、
要
保
護
率
︵
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
家
庭
の
割
合
︶
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
グ
ラ
フ
か
ら
、
小
学
校
で
も
中
学
校
で
も
地
区
対

象
校
は
要
保
護
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
﹁
一
〇
％
以

上
二
〇
％
未
満
﹂﹁
二
〇
％
以
上
﹂
に
つ
い
て
は
、
地
区
対
象
校

が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︵
図
32
︶。
こ
の
よ
う

な
要
保
護
率
を
﹁
低
﹂﹁
中
﹂﹁
高
﹂
に
分
け
た
と
き
、
生
徒
の
学

力
平
均
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
見
る
と
、
小
学
校
で

も
中
学
校
で
も
要
保
護
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
平
均
学
力
が
低
下
し

て
い
く
の
が
明
ら
か
で
あ
る
︵
表
３
︶。

︵
２
︶
校
内
暴
力
件
数
と
学
力

　

帯
グ
ラ
フ
で
小
学
校
と
中
学
校
の
校
内
暴
力
発
生
件
数
を
見
る

と
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
小
学
校
の
方
が
対
象
校
と
府
全
体
と
の

差
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
中
学
校
に
な
る
と
、
対
象
校
以
外

で
も
校
内
暴
力
は
多
発
し
て
い
る︵
図
33
︶。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

学
力
平
均
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
小
学
校
で
も
中
学
校
で
も

校
内
暴
力
の
発
生
が
よ
り
多
い
学
校
ほ
ど
、
学
力
平
均
が
低
い
傾

向
が
見
て
取
れ
る
︵
表
４
︶。

図32　学校（要保護家庭児童・生徒在籍率）

表３　 （「要保護家庭児童・生徒在籍率」と
「学力」）
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２　

地
域
連
携
と
学
力

　

以
下
、
学
校
側
か
ら
の
地
域
連
携
と
保
護
者
側
か
ら
の
地
域
連

携
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

︵
１
︶
学
校
側
か
ら
の
地
域
連
携

　

詳
細
な
資
料
は
省
略
す
る
が
、
地
区
対
象
校
は
府
全
体
と
比
較

し
て
、
以
下
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

①�

地
域
と
学
校
を
結
ぶ
学
校
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
区
対
象

校
の
方
が
設
置
率
が
高
い
。

②�

外
部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

小
学
校
で
も
中
学
校
で
も
対
象
校

の
方
が
活
用
率
が
高
い
。

③�

教
師
の
家
庭
訪
問
に
つ
い
て
、
対
象

校
は
小
中
に
か
か
わ
ら
ず
﹁
学
校
が

決
め
た
時
以
外
に
ふ
だ
ん
か
ら
で
も

よ
く
し
て
い
る
﹂と
答
え
た
学
校
が
、

小
学
校
で
は
八
二
・
五
％
で
府
全
体

の
四
四
・
四
％
の
倍
近
い
割
合
で
あ

る
こ
と
、
中
学
校
で
も
七
九
・
四
％

で
府
全
体
の
六
二
・
一
％
よ
り
も
有

意
に
高
い
。

④�

地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
の
地
域
活
動
へ
の
教
員
の
参
画
に
つ

い
て
も
、
小
中
と
も
に
対
象
校
は
府
全
体
と
比
べ
て
き
わ
め
て

積
極
的
で
あ
る
。

　

さ
て
、﹁
学
校
協
議
会
﹂﹁
外
部
人
材
活
用
﹂﹁
家
庭
訪
問
﹂﹁
地

域
活
動
へ
の
教
員
の
参
画
﹂の
四
つ
の
項
目
に
つ
い
て
得
点
化
し
、

対
象
校
に
絞
っ
て
子
ど
も
の
学
力
と
の
関
わ
り
を
探
っ
て
み
る

と
、
小
学
校
で
は
地
域
連
携
得
点
は
学
力
と
ほ
と
ん
ど
関
連
が
な

表５　学校（「地域連携」と「学力」）

表４　学校（「校内暴力発生件数」と「学力」）

図33　学校（校内暴力発生件数）
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い
が
、
中
学
校
で
は
地
域
連
携
得
点
が
﹁
高
﹂
の
学
校
は
、﹁
中
﹂

﹁
低
﹂
よ
り
も
学
力
合
計
点
で
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
学
校
と
地

域
の
連
携
は
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
、
生
徒
の
学
力
形
成
と
い
く

ら
か
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
︵
表
５
︶。

︵
２
︶
保
護
者
側
か
ら
の
学
校
連
携

　

次
に
保
護
者
の
側
か
ら
の
学
校
連
携
に
つ
い
て
は
、﹁
授
業
参

観
や
懇
談
会
、体
育
大
会
や
卒
業
式
な
ど
学
校
行
事
の
時
く
ら
い
﹂

﹁
親
子
学
習
な
ど
親
と
子
が
と
も
に
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
い
る
﹂

﹁
通
学
路
の
見
回
り
な
ど
児
童
生
活
の
生
活
指
導
面
に
携
わ
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
﹂﹁
土
・
日
曜
日
の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
﹂

﹁
総
合
学
習
等
で
子
ど
も
の
活
動
の
支
援
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
﹂﹁
校
内
に
保
護
者
が
自
由
に
集
う
場
が
あ
り
活
動
さ
れ
て

い
る
﹂﹁
参
加
を
呼
び
か
け
て
も
、
ほ
と
ん
ど
参
加
は
な
い
﹂
の

七
項
目
か
ら
複
数
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

　

小
学
校
で
対
象
校
が
目
立
っ
て
い
る
の
は
、﹁
親
子
学
習
﹂︵
対

象
校
五
七
・
五
％
、
府
全
体
三
七
・
四
％
︶と﹁
校
内
に
集
う
場
﹂︵
対

象
校
一
五
・
〇
％
、
府
全
体
七
・
一
％
︶
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
府
全
体
よ
り
も
選
択
率
が
高
い
。
他
方
、﹁
授
業
参
観
等
﹂︵
対

象
校
三
二
・
五
％
、
府
全
体
四
四
・
四
％
︶
や
﹁
通
学
路
の
見
回
り
﹂

︵
対
象
校
七
七
・
五
％
、
府
全
体
八
三
・
七
％
︶
に
つ
い
て
は
、
府

全
体
の
方
が
活
発
で
あ
る
。
中
学
校
で
は
、
小
学
校
ほ
ど
活
発
と

は
い
え
な
い
が
、
小
学
校
と
ほ
ぼ
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
総
合
学
習
に
つ
い
て
は
、
対
象
校
が
府
全
体
よ
り
も
連
携

の
傾
向
が
強
い
︵
対
象
校
四
四
・
一
％
、
府
全
体
二
八
・
八
％
︶。

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、小
中
と
も
保
護
者
が
参
画
す
る
学
校
ほ
ど
、

子
ど
も
の
学
力
平
均
は
高
ま
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

︵
３
︶
学
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
学
力

　

学
力
向
上
に
関
わ
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、﹁
朝
読
書
を
実
施
﹂﹁
ス
キ
ル
タ
イ
ム
を
設
定
﹂︵
漢
字
や

計
算
な
ど
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
定
着
を
図
る
時
間
を
朝

図35　特色ある取り組み

図34　特色ある取り組み
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に
設
け
る
こ
と
︶﹁
学
校
独
自
の
問
題
集
作
成
﹂﹁
授
業
評
価
の
実

施
﹂﹁
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
等
兼
務
発
令
者
が
異
校
種
で
授
業
﹂︵
中

学
校
区
の
学
校
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
︶
の
複
数
回
答
項
目

を
作
成
し
、
選
択
を
求
め
た
。

　

小
学
校
で
は
、﹁
授
業
評
価
﹂
以
外
の
項
目
で
、
対
象
校
は
府

全
体
よ
り
も
高
い
選
択
率
で
あ
っ
た
。
と
く
に
学
校
独
自
の
問
題

集
作
成
に
つ
い
て
は
、府
全
体
が
七
・
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

対
象
校
で
は
三
七
・
五
％
と
五
倍
以
上
の
実
施
率
で
あ
っ
た
。
中

学
校
で
は
小
学
校
ほ
ど
府
全
体
と
対
象
校
の
差
は
な
い
が
、﹁
朝

読
書
﹂
や
﹁
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
﹂
で
は
対
象
校
は
府
全
体
よ
り

も
実
施
率
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
﹁
ス
キ
ル

タ
イ
ム
﹂﹁
教
科
選
択
で
検
定
コ
ー
ス
を
設
定
﹂︵
漢
字
検
定
な
ど
︶

﹁
学
校
独
自
の
問
題
集
﹂
な
ど
で
は
、
対
象
校
よ
り
も
府
全
体
の

方
の
実
施
率
が
高
い
︵
図
34
、
図
35
︶。

　

さ
て
、対
象
校
に
絞
っ
た
と
き
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
児
童
・

生
徒
の
学
力
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
棒
グ

ラ
フ
は
、取
り
組
み
の
数
と
平
均
学
力
と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。

小
学
校
、
中
学
校
と
も
取
り
組
み
が
﹁
四
～
五
﹂
あ
る
い
は
﹁
四

～
六
﹂
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
そ
れ
以
下
の
学
校
よ
り
も
平
均
学

力
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︵
図
36
︶。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
表
６
は
具
体
的
な
﹁
特
色
あ
る
取
り
組
み
﹂

と
学
力
の
直
接
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、﹁
問

題
集
の
作
成
﹂﹁
授
業
評
価
﹂
を
実
施
し
て
い
る
学
校
は
未
実
施

の
学
校
よ
り
も
学
力
平
均
が
高
く
、
逆
に
﹁
朝
読
書
﹂﹁
異
業
種

で
の
授
業
﹂
を
実
施
し
て
い
る
学
校
は
、
未
実
施
の
学
校
よ
り
も

学
力
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
あ
と
の
二
つ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
工
夫
が
あ
る
学
校
ほ
ど
学
力
が
低
く
な
る
と
い

う
傾
向
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
因
果
関
係
が
逆
で
、
低
い
学
力
を

何
と
か
工
夫
し
て
伸
ば
そ
う
と
す
る
学
校
ほ
ど
、
様
々
な
試
み
や

工
夫
を
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

図36　「特色ある取り組み」と「学力」

表６　学校（「特色ある取り組み」と「学力」）




